


　「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、「
ふ
る

さ
と
」
に
対
し
て
貢
献
・
応
援
を
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思
い
を
実

現
し
よ
う
と
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
金
の
う
ち
適
用
下
限
額
（
５

千
円
）
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
ま
で
所
得
税
・
個
人
住

民
税
か
ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。

　
市
外
に
住
む
人
が
十
日
町
市
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
寄
附
を

す
る
と
、
所
得
税
と
住
所
地
の
住
民
税
か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
す
。
こ
の
寄
附
金
は
ま
ち
づ
く
り
の
お
金
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

　
会
計
課
　
☎
７
５
７
ー
３
７
０
８
　

F
A
X
７
５
７
ー
３
１
３
３

　
財
政
課
　
☎
７
５
７
ー
３
１
１
４
　

F
A
X
７
５
２
ー
４
６
３
５

とおかまちを応援してくださいとおかまちを応援してください

　
十
日
町
市
を
離
れ
全
国
で
ご
活
躍
の
皆

様
、
十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を

お
持
ち
の
全
国
の
皆
様
、
そ
し
て
十
日
町

市
民
の
皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
、
平
成
17
年
４
月
に
５
市

町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
合
併

直
前
の
平
成
16
年
10
月
に
、
当
地
は
未み

曾ぞ

有う

の
大
災
害
で
あ
る
新
潟
県
中
越
大
震
災

に
見
舞
わ
れ
、
全
国
の
皆
様
か
ら
温
か
い

励
ま
し
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現

在
当
市
は
震
災
後
３
年
を
経
て
道
路
な
ど

の
災
害
復
旧
も
完
了
し
、
よ
う
や
く
合
併

後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
雪
国
で

あ
り
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
で
も
あ
る
こ
と

や
、
清
津
峡
、
美
人
林
、
棚
田
な
ど
の
優

れ
た
自
然
と
景
観
、
名
湯
松
之
山
温
泉
を

始
め
と
す
る
多
様
な
温
泉
施
設
、
産
業
的

に
も
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
絹
織
物
な
ど
全
国
に

誇
れ
る
も
の
を
生
か
す
た
め
、
市
の
将
来

目
標
を
「
雪
・
自
然
・
農
が
織
り
な
す
温

も
り
と
躍
動
の
ま
ち
」
と
し
て
、
何
よ
り

も
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
十
日
町
市
の
取
り
組
み
に

対
し
ま
し
て
、
1
人
で
も
多
く
の
皆
様
か

ら
応
援
い
た
だ
き
た
く
、
具
体
的
に
は
左

記
の
と
お
り
10
の
応
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
、
寄
附
金
を
適
切
に
管
理
運
用
す
る
た

め
の
「
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
条
例
」
を

制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
、
地
方
公
共
団

体
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
個
人
住
民

税
の
「
税
額
控
除
」
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
本
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き

な
が
ら
、
十
日
町
市
へ
の
熱
き
「
思
い
」

を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
十
日
町
市
を
離
れ
て
ご
活
躍
を
し
て

い
る
ご
子
弟
、
お
知
り
合
い
の
方
に
も
こ

の
制
度
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
十
日
町
市
長
　
　
田
口
　
直
人

応
援
メ
ニ
ュ
ー

（
寄
附
を
す
る
と
き
に
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

①
　
雪
ま
つ
り
や
雪
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　
の
開
催

②
　
大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
や
作
品
管
理

③
　
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
に
や
さ

　
し
い
ま
ち
づ
く
り

④
　
子
育
て
し
や
す
い
教
育
環
境
の
整
備

⑤
　
道
路
や
住
宅
の
雪
対
策

⑥
　
自
然
環
境
の
保
全

⑦
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

⑧
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
づ
く
り

⑨
　
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

⑩
　
市
長
に
お
任
せ

●
寄
附
の
方
法

①
寄
附
の
申
込
み

　
電
話
・
フ
�
ク
シ
ミ
リ
・
郵
便
・
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
か
ら
申
込
書
を
送
付
し
ま

す
。
（
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
ま
す
）

②
寄
附
申
込
書
の
送
付

　
専
用
封
筒
を
使
っ
て
十
日
町
市
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　
折
り
返
し
、
十
日
町
市
か
ら
専
用
口
座

番
号
の
お
知
ら
せ
、
振
り
込
み
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。

③
寄
附
金
の
送
付
・
振
り
込
み

　
口
座
振
替
で
入
金
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
寄
附
金
の
入
金
を
確
認
し
ま
し

た
ら
、
十
日
町
市
か
ら
領
収
書
を
送
付
し

ま
す
。

●
税
金
の
控
除
方
法

　
個
人
住
民
税
を
払
っ
て
い
る
人
が
、
地

方
公
共
団
体
に
５
、
０
０
０
円
以
上
の
寄

附
を
し
た
場
合
、
５
、
０
０
０
円
を
超
え

る
額
が
住
民
税
と
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　
手
続
き
は
、
寄
附
金
の
領
収
書
を
添
付

し
て
、
翌
年
の
3
月
15
日
ま
で
に
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
時
に
寄
附
金
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
１
　
寄
附
は
自
分
の
居
住
す
る
地
方
公

共
団
体
に
も
で
き
る
の
で
す
か
。

Ａ
１
 
自
分
の
居
住
す
る
県
ま
た
は
市
町

村
に
も
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
十
日
町
市
民
が
十
日
町
市

に
寄
附
を
し
て
も
、
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
２
　
寄
附
金
の
納
入
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
２
 「
第
四
銀
行
」か「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」

の
専
用
口
座
に
振
り
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
入
金
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
確
定

申
告
用
領
収
書
を
郵
送
し
ま
す
。
再
発

行
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
金
書
留
や
市

役
所
に
直
接
持
参
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

Ｑ
３
　
市
か
ら
電
話
な
ど
で
寄
附
の
依
頼

を
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
３
 
十
日
町
市
役
所
か
ら
は
電
話
に
よ

る
寄
附
の
依
頼
は
一
切
し
ま
せ
ん
の

で
、
寄
附
を
装
っ
た
振
込
詐
欺
な
ど
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
　
地
方
公
共
団
体
へ
の
「
地
域
福
祉

基
金
」
な
ど
の
今
ま
で
の
寄
附
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

Ａ
４
 
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金
以
外
の

寄
附
も
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
で

あ
れ
ば
、
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

A
&
Q

夫婦と子ども２人の４人世帯で、給与収入500万円　所得税の税率５％

の人が十日町市に20,000円寄附した場合。

１：住民税控除

　　①基本控除額（寄附金20,000円－控除額5,000円）×10％＝1,500円

　　②特例控除額（寄附金20,000円－控除額5,000円）×（90％－所得

　　　税の税率５％）＝12,750円

　　※②の額は、住民税の所得割額の1割が限度。

　　①＋②＝14,250円

２：所得税控除

　　(寄附金20,000円－控除額5,000円)×所得税の税率５％＝750円

３：合　計

　　14,250円＋750円＝15,000円の控除が受けられます。

十日町市
寄附者

税務署

住所地の市区町村

① 寄附

② 領収書

③ 確定申告

④ 所得税還付

⑤ 住民税決定通知書

⑥ 住民税納付

申
告
書

十日町市への寄附20,000円

控除対象15,000円 控除の対象外

5,000円住民税の控除額　14,250円
基本控除額1,500円＋特例控除額12,750円

所得税からの
控除額750円

寄 た附 場を 合 税たし 税の 金

ふるさと納税制度
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グ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
３
つ
を
組
み

合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
室
内
に
は

運
動
器
具
や
ス
ペ
ー
ス
が
充
実
し
て
お

り
、
常
駐
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧

に
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る
骨
折
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
骨
を
強
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
骨
を
強
く
す
る
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
同
時
に
運
動

を
す
る
こ
と
で
骨
の
成
長
を
促
進
さ
せ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
を
向
上
さ
せ

た
り
体
の
柔
軟
性
を
養
っ
た
り
す
る
と
、

ひ
ざ
な
ど
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
、
肥
満
の
予
防
・
改
善

に
も
運
動
が
効
果
的
で
す
。
運
動
を
す
る

こ
と
で
基
礎
代
謝
を
向
上
さ
せ
、
体
脂
肪

の
燃
焼
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　市総合体育館トレーニング室の会員登録者は6,800人を数え、１日あたり

100人ほどが利用しています。活気に満ちた室内では、中学生から高齢者ま

で老若男女を問わず、多くの人が汗を流しています。

　
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
十
分
な
栄
養
・
休
養
・
運
動
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ら
は
１
日
で
結
果
が
出
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
継
続
し
て
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理
な

く
行
う
運
動
は
、
心
身
と
も
に
良
い
影
響

を
与
え
、
日
常
生
活
を
よ
り
生
き
生
き
と

し
た
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
運

動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
は
、
市
総
合
体

育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
に
利
用
者
の
目
的
を
聞
き
取
り
、

体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
も

と
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
効
率
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
個
人
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本

と
な
る
、
有
酸
素
運
動
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

　
効
率
よ
く
継
続
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
う
た
め
に
、
初
回
利
用
時
に
登
録
講
習

会
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
登
録
講
習
会
へ
の
参
加
は
予
約
が
必

要
で
す
。

　
登
録
講
習
会
【
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
】

　
使
用
料
‖
定
期
券
を
購
入
し
ま
す
。

　
内
　
容
‖
体
力
測
定
を
行
い
、
個
人
の

目
的
・
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ

た
個
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
ま
す
。

　
※
体
験
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
　

【
開
室
時
間
】

　
毎
週
月
・
水
〜
土
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
30
分

　
日
曜
・
祝
祭
日

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始
は
休
室

【
使
用
料
】

　
運
動
メ
ニ
ュ
ー
は
利
用
者
の
目
的
に
応

じ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
負
荷

も
体
力
測
定
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
最
適

に
調
整
さ
れ
ま
す
。

●
運
動
不
足
解
消
コ
ー
ス

●
生
活
習
慣
病
予
防
改
善
コ
ー
ス

●
体
力
向
上
コ
ー
ス

●
筋
力
向
上
コ
ー
ス

●
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

●
心
肺
持
久
力
向
上
コ
ー
ス

●
ス
ト
レ
ス
解
消
コ
ー
ス

（
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
）

●
ゴ
ル
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

●
テ
ニ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

●
ス
イ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

●
ス
キ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

　７年間総体でインストラクター

をしています。最近は中高年やシ

ニア世代の利用者が増えていま

す。こちらでは一人ひとりにあっ

たメニューを作りますので目的に

沿った無理のないトレーニングが

できます。雰囲気も明るいですし

自分のペースで運動できます。気

軽にお越しください。

トレーニング室インストラクター
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
は
25
機
種
47
台
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
が
あ
る
ほ
か
、
ダ
ン

ベ
ル
や
ス
ト
レ
ッ
チ
器
具
が
あ
り
ま
す
。

室
内
に
は
、
幼
児
が
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
る
の
で
、
子
ど
も
連
れ
の
人
で
も
運
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
チ
ェ
ス
ト
プ
レ
ス

　
ひ
じ
を
曲
げ
た
状
態
か
ら
伸
ば
し
ま

す
。
胸
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
市
総
合
体
育
館
　
☎
７
５
２

−

４
３
７
７

■
バ
ッ
ク
プ
ル
ダ
ウ
ン

　
ひ
じ
を
曲
げ
、
ハ
ン
ド
ル
を
頭
の
後
ろ

に
引
き
下
ろ
し
ま
す
。
背
中
の
筋
肉
を
鍛

え
ま
す
。

■
バ
イ
ク

　
自
分
で
負
荷
を
設
定
す
る
有
酸
素
運
動

で
す
。
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
が
少
な
く
、
減

量
し
た
い
人
や
初
心
者
に
適
し
て
い
ま

す
。

■
レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

　
太
も
も
の
前
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

■
レ
ッ
グ
カ
ー
ル

　
太
も
も
の
裏
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

■
バ
ッ
ク
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

　
背
中
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
す
。

阿部　さつきさん（27歳）

樋熊　笑さん（稲荷町２・66歳）

　仕事をやめた後、ダイエットを

目的に始めて、３年間ほぼ毎日通

っています。通い始めて１年で

15kg減量しました。ひざが悪か

ったのですが、自分でも驚くくら

い痛みがなくなりました。何より

運動した後のそう快感がたまりま

せんね。トレーニングメニューは

インストラクターが考えてくれま

す。無理のない運動メニュ−を提

供してくれるのが良いですね。

中学生

150円

1,000円

2,000円

3,000円

4,500円

高校生

300円

2,000円

4,000円

6,000円

9,000円

一　般

400円

2,500円

5,000円

7,500円

11,000円

1回券

１か月券

３か月券

６か月券

12か月券

※小学生以下はトレーニング室の利用が
　できません。

市
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
ご
案
内
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十
分
な
栄
養
・
休
養
・
運
動
を
！

高
齢
者
か
ら
減
量
目
的
の
人
ま
で

個
人
に
合
わ
せ
た
体
力
づ
く
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
方
法

個
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
一
例

健
康
体
力
づ
く
り
の
た
め
に…

理
想
の

健
康
体
力
づ
く
り
の
た
め
に…
健
康
体
力
づ
く
り
の
た
め
に…



中山間地域等
直接支払制度の実施状況

　
中
山
間
地
域
で
は
、
耕
作
放
棄
を
防
ぎ
、
継
続
的
に
農
業
を
営
む
こ
と

で
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
（
以
下
、
直
接
支
払
制
度
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
19
年
度
の

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

中
山
間
地
域
農
業
の
役
割

交
付
金
の
使
い
方

　
中
山
間
地
域
は
、
平
野
の
山
沿
い
か
ら

山
間
地
ま
で
の
地
域
を
指
し
ま
す
。
私
た

ち
の
住
む
地
域
は
、
中
山
間
地
域
が
多
く

あ
り
ま
す
。
中
山
間
地
域
の
農
業
・
農
村

は
、米
や
野
菜
な
ど
を
生
産
す
る
以
外
に
、

雨
水
を
一
時
的
に
蓄
え
る
水
源
の
か
ん
養

（
※
１
）、
洪
水
の
防
止
、
土
砂
崩
れ
の
防

止
な
ど
国
土
を
保
全
し
た
り
、
空
気
の
浄

化
や
多
く
の
生
き
物
が
生
息
す
る
な
ど
、

美
し
い
自
然
を
守
り
人
に
う
る
お
い
を
与

え
、
多
く
の
国
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
「
農
業
の
多
面
的
機
能
」
と

呼
ば
れ
、
直
接
支
払
制
度
は
こ
の
よ
う
な

機
能
の
維
持
に
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　
交
付
金
額
の
半
分
以
上
は
集
落
で
行
う

共
同
活
動
に
、
残
り
を
農
地
管
理
者
へ
面

積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
全
額
を
共

同
取
組
活
動
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

中山間地域等直接支払制度の概要

用
語
解
説

※１：かん養＝水がしみ込むように自然に養うこと

※２：農振農用地＝「農業振興地域の整備に関する

　　　法律（農振法）」に定める農業振興地域で、

　　　農業振興を図ろうとする優良農地

※３：20分の１以上の傾斜＝20ｍの距離に対して

　　　標高高低差が１ｍ以上の傾斜

　農振農用地（※２）に指定されていて、次の条件

を満たす１ヘクタール（ha）以上のまとまりのある

（団地）田畑などです。水張面積ではなく、あぜな

どの管理されているのり面も対象になります。

①傾斜が20分の１以上（※3）の田及び15度以上の

畑などの急傾斜団地

②傾斜が100分の１以上、20分の１未満の田及び８

度以上15度未満の畑などの緩傾斜団地で、一定

の要件を満たす農地

③１か所で１ha以上のまとまりがなくても、合わせ

て１ha以上になる急・緩傾斜団地

④自然条件により小区画・不整形な田で、特に認め

られた団地

1．対象となる農地

　集落協定に基づき、５年以上継続して行われる農

業生産活動や多面的機能を増進するための活動及び

それを行う農業者です。

２．対象となる活動・人

平成19年度　中山間地域等直接支払制度　地域別対象面積等実績 ※
各
集
落
協
定
の
実
績
は
、
本
庁
及
び
各
支

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成19年度　集落協定の実施状況

直
接
支
払
制
度
で
行
わ
れ
る
、
集
落
な
ど
の
共
同
活
動
を
２
例
紹
介
し
ま
す
。

直
接
支
払
制
度
を
生
か
し
た
集
落
の
取
り
組
み

■上川手集落協定（松之山地域）
　協定加入者：41人５団体

　代表　村山良一さん（60歳）

地域名
協定参加者数

　　　　（人）

急傾斜対象面積

Ａ　　　（㎡）

緩傾斜対象面積

Ｂ　　　（㎡）

小区画・不整形
対象面積

Ｃ　　　（㎡）

対象面積合計

Ａ＋Ｂ＋Ｃ（㎡）

交付金額計

　　　　（円）
共同取組活動費
使用分　　（円）

十日町 1,530 7,810,456 1,991,653 28,553 9,830,662 178,012,319 100,255,855 

川　西 285 1,938,039 0 0 1,938,039 41,286,670 24,419,944 

中　里 569 2,893,602 223,353 127,720 3,244,675 61,857,561 33,424,615 

松　代 796 6,015,959 450,868 51,824 6,518,651 124,803,186 62,471,507 

松之山 988 6,439,817 365,505 14,044 6,819,366 136,153,075 79,846,533 

合　計 4,168 25,097,873 3,031,379 222,141 28,351,393 542,112,811 300,418,454 

地 域 名 十日町 川西 中里 松代 松之山

集落協定 56 3 23 30 30

農
業
生
産
活
動
の
実
施
状
況

農地に関す
る事項

①協定内農地は、耕作放棄もなく適正に管理されていた 56 3 23 30 30

②農地のり面の定期点検を実施 56 3 23 30 30

用水路・農
道等の管理

①水路は、協定参加者の協力を得て清掃及び草刈りを実施 56 3 23 30 30

②農道は、定期的に簡易補修、及び草刈りを実施 56 3 23 30 30

多面的機能
を増進する
活動

①農地と一体となった周辺林地の下草刈りを行う 22 2 23 21

②棚田オーナー制度、市民農園、体験農園の開設・運営 1

③景観作物の作付け 50 3 1 8 8

④土壌流亡に配慮した営農 5 19

⑤体験民宿の実施 1 3 2

⑥魚類・昆虫類の保護 1 5 2

⑦鳥類のえさ場の確保

⑧たいきゅうひ施肥、アイガモの利用、緑肥作物の作付け 4 1 3

⑨そのほか 5 1 3

体
制
整
備
の
実
施
状
況

Ａ
要
件

生産性・収益
の向上に係
る取り組み

①機械・農作業の共同化 34 11 15 26

②高付加価値型農業の実践 3 2

③地場産農産物などの加工・販売 3 4

担い手の育
成に係る取
り組み

①新規就農者の確保 1 9

②認定農業者の育成　　　　　　　　　　　　　　　 4 1 9 5 4

③担い手への農地集積　　　　　　　　　　　 2 1

④担い手への農作業の委託　　　　　　　　　　　 12 1 1 1

多目的機能
の発揮に係
る取り組み

①保健休養機能を生かした都市住民との交流

②自然生態系の保全に関する学校教育機関などとの連携 5 3

③多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落との連携 39 9 16 15

Ｂ要件
①集落を基礎とした営農組織の育成 1 2

②担い手集積化 1 1

問合せ： 農林課農業振興係　☎757-9922
　　　　または各支所農林建設課

平成19年度

観
光
客
に
好
評
　
無
人
市
や
り
が
い
に

学
生
に
教
え
る
農
業
　
気
力
も
充
実

協
定
で
は
、
地
区
内
に
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

を
構
え
る
早
稲
田
大
学
と
の
農
山
村
体
験

実
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
高
齢
化

も
進
み
、
体
力
が
な
く
な
っ
て
き
た
分
、

気
力
が
充
実
し
て
い
る
で
」
と
代
表
の
山

岸
さ
ん
。
学
生
た
ち
は
農
業
・
農
村
の
学

習
に
、
春
と
秋
の
農
作
業
に
60
人
ほ
ど
が

訪
れ
ま
す
。
集
落
で
は
、
農
作
業
指
導
の

ほ
か
、
は
せ
作
り
や
肥
培
管
理
な
ど
を
行

い
、
農
業
を
と
お
し
た
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
制
度
を
利
用
し
て
除
雪
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
を
購
入
し
、
高
齢
者
な
ど
を

集
落
ぐ
る
み
で
支
え
る
取
り
組
み
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

■蒲生集落協定（松代地域）
　協定加入者：42人

　代表　山岸重雄さん（70歳）

戦
後
途
絶
え
て
い
た
農
村
歌
舞
伎
を
復

活
。
当
時
を
知
る
高
齢
者
が
指
導
者
と
な

っ
て
、
現
在
に
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２
年
に
国
道
沿
い
に
無
人
市
「
か

や
の
里
」
を
設
営
し
、
平
成
13
年
に
当
制

度
を
利
用
し
て
施
設
を
改
修
整
備
。
５
月

か
ら
10
月
ま
で
の
毎
日
、
店
先
に
並
べ
ら

れ
る
旬
な
農
産
物
が
往
来
す
る
観
光
客
な

ど
に
好
評
で
す
。「
副
収
入
に
も
な
る
し
、

作
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
代
表
の

村
山
さ
ん
。
愛
着
あ
る
農
地
を
守
る
た
め
、

地
域
の
担
い
手
が
中
心
と
な
り
、
昨
年
も

み
乾
燥
調
整
施
設
を
整
え
る
な
ど
、
将
来

へ
の
基
礎
固
め
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
道
３
５
３
号
か
ら
美
人
林
を
望
む
上

川
手
集
落
。
集
落
の
中
央
を
流
れ
る
越
道

川
を
挟
む
水
田
約
26
　
が
、
当
制
度
の
対

象
地
で
す
。
集
落
で
は
、
昭
和
57
年
に
、

ha

　
集
落
の
中
央
を
国
道
２
５
３
号
が
東
西

に
走
る
蒲
生
集
落
。
耕
地
は
、
棚
田
観
賞

ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る
傾
斜
地
で
、
約
35

　
が
当
制
度
の
対
象
地
で
す
。
蒲
生
集
落

ha
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ため池の土手に護岸のためのイワダレソウを植栽
（枯木又集落協定）



作品鑑賞バス「里山アートツアー」

「
十
日
町
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」策
定
！

　
既
存
建
築
物
の
耐
震
性
能
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く

耐
震
改
修
を
促
進
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
地
震
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
十
日
町
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

●計画の期間　平成20年度〜27年度

●計画の対象

　　市内全域を対象とし、昭和56年改正以前の旧耐震基準に基づいて設計された民間及び市

　有建築物で、現行の耐震基準を満たさないもの。

●建築物の耐震化の現状と目標

　　建築物を「住宅」と「特定建築物※」の２つに分類し、平成27年度までの目標値を設定

　しました。

　※特定建築物…学校・体育館・病院・劇場・百貨店など多数の人が利用する建築物で、政

　　　　　　　　令に定める規模以上のものなど

◎計画の内容（詳細は問い合わせてください）

【住宅】
　現状：耐震化率53％（住宅総数21,500戸のうち、
　　　　11,470戸が耐震性を満たすとして推計）
　目標：耐震化率76％

【特定建築物】
　現状：耐震化率57％（市内の特定建築物240棟の
　　　　うち、137棟が耐震性を満たすとして推計）
　目標：耐震化率85％

●耐震化の促進を図るための施策

　　耐震化の促進を図るため、住宅や建築物の所有者・

　関係団体・市が一体となって取り組んでいきます。

●問合せ／克雪維持課建築住宅係　☎757-9935

◆税制の優遇策
　・住宅に係る耐震改修促進税制（所得税、固定資産税）
　・事業用建築物に係る耐震改修促進税制（所得税、法人税）

（住宅の耐震化の推移）

耐震性あり
11,470戸

耐震性の
劣るもの
10,030戸

平成19年１月 平成27年度
《自然推移》

耐震化率
53％

住宅総数
21,500戸

住宅総数
21,200戸

耐震性あり
13,560戸

耐震性の
劣るもの
7,640戸

耐震化率
64％

平成27年度
《目　標》

耐震性あり
16,200戸

施策効果
2,640戸

耐震性の
劣るもの
5,000戸

耐震化率
76％

（特定建築物の耐震化の推移）

耐震性あり
137棟

耐震性の
劣るもの
103棟

平成19年１月 平成27年度
《自然推移》

耐震化率
57％

特定建築物
240棟

特定建築物
240棟

耐震性あり
163棟

耐震性の
劣るもの
77棟

耐震化率
68％

平成27年度
《目　標》

耐震性あり
204棟

施策効果
41棟

耐震性の劣るもの
36棟

耐震化率
85％

【主な支援制度】

◆助成制度

【市】
　●県・ほかの市町村との連携《新潟県耐震改修促進協議会》
　●耐震に関する支援措置（耐震診断・改修補助）
　●相談体制の充実

耐震改修の促進
普及・啓発
支援 協力・連携

耐震診断・改修
工事の実施

【
関
連
業
界・団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
】

　●
県・市
町
村
と
の
連
携

　
　《
新
潟
県
耐
震
改
修
促
進
協
議
会
》

　●
技
術
者
の
育
成
支
援

　●
耐
震
改
修
工
法
の
開
発
な
ど

【
所
有
者
】

　●
耐
震
診
断
・
改
修
の
実
施

　●
情
報
提
供
を
受
け
自
己
啓
発

　●
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
の
建
物

　
　以
外
の
防
災
措
置
の
実
施

区
分 対象延べ床面積 補助金 補助要件

耐
震
診
断

70㎡以下

60,000円

（診断料70,000円、

自己負担10,000円）

・市内に所在する個人所有の

住宅

・昭和56年5月31日以前に着

工された一戸建木造住宅で

現在居住している住宅（併

用住宅を含む）

70㎡超～ 175㎡

以下

70,000円

（診断料80,000円、

自己負担10,000円）

175㎡超

90,000円

（診断料100,000円、

自己負担10,000円）

耐震改修工事

耐震改修工事に要

する費用の1/3以内

で上限300,000円

・市内に所在する個人所有の

住宅

・昭和56年５月31日以前に着

工された一戸建木造住宅で

現在居住している住宅（併

用住宅を含む）

・耐震診断の結果、総合評点

が1.0未満と診断され、耐

震改修計画により1.0以上

となる住宅

　
今
回
は
「
大
地
の
祭
り
」
に
あ
わ
せ
て

運
行
さ
れ
る
作
品
鑑
賞
バ
ス
「
里
山
ア
ー

ト
ツ
ア
ー
」
の
ご
案
内
で
す
。
多
く
の
作

品
を
鑑
賞
で
き
る「
里
山
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
」

は
毎
年
好
評
で
す
。
専
門
の
ガ
イ
ド
が
同

乗
し
て
作
品
を
案
内
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
作
品
鑑
賞
用
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、「
大
地

の
祭
り
」
会
期
中
有
効
で
、
大
人
２
、
０

０
０
円
、
小
人
１
、
０
０
０
円
（
県
内
小
・

中
学
生
無
料
）
で
す
。
本
町
分
庁
舎
や
ま

つ
だ
い
農
舞
台
な
ど
で
扱
う
予
定
で
す
。

ツ
ア
ー
当
日
の
受
付
で
も
販
売
し
ま
す
。

（
次
号
で
詳
細
を
紹
介
）

大地の芸術祭 概要発表
平成20年度 大地の芸術祭実行委員会開催

　５月28日㈬、クロス10で平成20年度大地の芸

術祭実行委員会が開催されました。会議では、平

成19年度事業の実績や「2008夏 越後妻有 大地

の祭り」をはじめとする平成20年度事業計画が

報告されました。また、来年行われる第４回展

「大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ

2009」の会期や参加予定作家数が北川フラム・

総合ディレクターから発表されました。出席した

実行委員の皆さんは、この第4回展の概要やいく

つか披露された作品プランに熱心に聞き入ってい

ました。

「大地の芸術祭

　　越後妻有アートトリエンナーレ2009」概要

●開催期間＝平成21年７月26日㈰～

　　　　　　　　　　９月13日㈰　50日間

●会　　場＝十日町市・津南町

●主　　催＝大地の芸術祭実行委員会（実行委員

長：十日町市長 田口直人、総合プロデューサー：

福武總一郎、総合ディレクター：北川フラム）

●参加作家＝約20か国100組　

※会期中は既存の約160作品とあわせ、約250作

品を展示する予定

第4回

来年の大地の芸術祭に向けて！

作品鑑賞バス「里山アートツアー」運行のご案内

「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」
８月１日㈮〜８月31日㈰に開催する「2008夏 越後妻有 大地の祭り」の詳細を
今号から３回にわたってお知らせします。

観光交流課芸術祭推進室　☎757-2637
まつだい農舞台事務局　☎595-6310

問合せ

料金：全コースとも大人4,000円、小人3,000円
　　　（作品鑑賞料、昼食代別）

ツアー申込み：
　①北回りコース、②南回りコース
　　越後交通㈱観光センター（☎0120-865-615）
　③松代・松之山コース
　　マルケー旅行センター エルマール店（☎025-543-4120）
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●運行日＝８月３日㈰、９日㈯、11日㈪、13日㈬、15日㈮、
17日㈰、23日㈯、31日㈰
●行　程＝９：10越後湯沢駅東口→10：15十日町駅西口→「越

後妻有交流館キナーレ」（車窓）→「安堀雄文記念館」、「妻
有田中文男文庫」→「バタフライパビリオン」ほか→「胞衣 
みしゃぐち」→「うぶすなの家」【自由昼食】→「光の館」
ほか→「名ヶ山写真館」→「LIFE Works+みどりの部屋プ
ロジェクト」→「繭の家―養蚕プロジェクト」→「マウンテン」
→「まつだい農舞台」【作品鑑賞やおみやげ購入】→17：40
十日町駅西口→18：40越後湯沢駅東口

①北回りコース

●運行日＝８月２日㈯、10日㈰、12日㈫、14日㈭、16日㈯、
24日㈰、30日㈯
●行　程＝９：10越後湯沢駅東口→10：15十日町駅西口→「ス

テップインプラン」（車窓）→「影（ei）／来し方行く先」→「脱
皮する家」、星峠の棚田見学→「まつだい農舞台」【自由昼食・
おみやげ購入】、城山里山アート散策→「森の学校キョロロ」
→「夢の家」、「収穫の家」ほか→「最後の教室」→「日本に
向けて北を定めよ（74° 33′ 22″）」ほか（車窓）→「ポ
チョムキン」→「再構築」→17：40十日町駅西口→18：40
越後湯沢駅東口

②南回りコース

●運行日＝８月中の土・日曜日
　※最少催行人数（８人）に達しないときは運行しません
●行　程＝8：00マルケー石橋バスセンター（上越市）→
　８：10直江津駅→９：30まつだい駅→「脱皮する家」→「影（ei）

／来し方行く先」→「夢の家」ほか→「最後の教室」→「森
の学校キョロロ」【自由昼食】→「まつだい農舞台」ほか→

「繭の家―養蚕プロジェクト」→「LIFE Works+みどりの
部屋プロジェクト」→16：10まつだい駅→17：50直江津駅
→18：00マルケー石橋バスセンター

③松代・松之山コース



◆
被
災
証
明
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
印
鑑

　
②
被
災
写
真
が
あ
る
人
は
、
持
参
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

◆
義
援
金
額
及
び
申
請

　
義
援
金
額
は
、
現
在
未
定
で
す
。
県
全

体
の
申
請
数
に
よ
り
、
７
月
末
に
決
定
す

る
予
定
で
す
。
金
額
が
決
定
し
た
後
、
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
市
か
ら

「
義
援
金
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

◎
被
災
証
明
に
関
す
る
こ
と
　
　

　
　
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
　

　
　
☎
７
５
７
|
３
７
２
８

◎
義
援
金
に
関
す
る
こ
と

　
　
福
祉
課
援
護
係

　
　
☎
７
５
７
|
９
７
３
９

◆
対
象
世
帯

　
平
成
19
年
７
月
16
日
に
十
日
町
市
に
住

所
が
あ
り
、
住
家
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
も
含

む
）
の
一
部
損
壊
の
被
災
証
明
を
受
け
た

世
帯
で
、
同
日
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
。
要
件
が
重
複
し
て
も

一
世
帯
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

①
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯

②
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も
を
育
て
て

　
い
る
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

　
持
つ
人
が
い
る
世
帯

④
療
育
手
帳
Ａ
を
持
つ
人
が
い
る
世
帯

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
持

　
つ
人
が
い
る
世
帯

　◆
被
災
証
明
申
請
受
付
期
間

　
６
月
25
日
㈬
～
７
月
９
日
㈬

◆
被
災
証
明
申
請
受
付
窓
口

　
税
務
課
家
屋
資
産
税
係
及
び
各
支
所
市

民
課
税
務
収
納
係

土
砂
災
害
に

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

中
越
沖
地
震
に
よ
る
住
家
一
部
損
壊
世
帯
の
う
ち

　
一
定
の
世
帯
に
県
の
義
援
金
が
配
分
さ
れ
ま
す

　５月20日㈫、６回目の策定委員会を開催し、パブ

リックコメント（市民からの意見公募のこと、市報４

月10日号で紹介）の結果とともに、各地域協議会か

ら出された意見などが報告され、それらを踏まえて計

画の最終案を決定しました。

　今後はこの基本計画に沿い、実施計画を毎年取りま

とめていく予定です。引き続き市報で、公共交通施策

の実現に向けた取り組みを紹介していきます。

　パブリックコメントの結果などの概要は次のとおり

です。

◇パブリックコメントの実施結果：特に意見なし

◇各地域協議会への計画説明時に出された意見など：

　22件（５月20日まで）

　【主な意見】

　・高齢者など自ら移動できない人たちの移動手段が、今後は必要でないか

　・現在の運行経費を、更に有効に使ってもらいたい

　・実施計画の策定が必要。その際は、協議会や市民の意見を聞きながらまとめてほしい　など

　
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
県
と
新
潟
地
方
気
象
台
で
は
、

大
雨
に
よ
る
土
石
流
ま
た
は
集
中
的
な
が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
大
雨
注

意
報
・
大
雨
警
報
が
出
て
、
さ
ら
に
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
、
こ

の
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
を
発
見
し
た

場
合
は
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
な
ど
、
身
の
安
全
を
確
保
し
た
上

で
市
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
は
、
頻
繁
に
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
へ
の
備
え
は
、
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も

大
切
な
心
が
け
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

①自主防災組織などで、あらかじめ地域の危険か

所を把握しておきましょう

②災害が起きたときや、起こるおそれがある場合

の対応について相談しておきましょう

　　　◆情報の伝達方法

　　　◆安否確認の方法

　　　◆避難所への避難方法　など

「土砂災害警戒情報」とは？

土砂災害に備えましょう

　土砂災害による被害の防止や軽減のため、市町村

などの防災活動及び避難勧告などの判断の支援や、

住民の自主避難の目安として発表されるものです。

　この情報が出される前から、市では警戒体制を取

り、パトロールや情報収集を行います。土砂災害警

戒情報が出されると、必要により広報車（防災行政

無線のある地域は主に同無線）及び自主防災組織や

嘱託員などを通じて情報を伝えたり、避難を呼びか

けたりしますので、ご協力をお願いします。

大
雨
注
意
報

…
大
雨
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ

　
る
場
合

土
砂
災
害
警
戒
情
報
…
土
石
流
ま
た
は
集
中
的
な
が
け

　
崩
れ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
非

　
常
に
高
い
場
合

・ 

１
時
間
30
㎜
、
３
時
間
45
㎜
、
土

壌
雨
量
指
数
80
の
い
ず
れ
か
に
到

達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

…
大
雨
に
よ
っ
て
重
大
な
災
害
が

　
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

大
雨
警
報

・
平
坦
地
で
１
時
間
45
㎜
、
土
壌
雨

量
指
数
１
０
７
の
い
ず
れ
か
に
到

達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

・
平
坦
地
以
外
で
１
時
間
50
㎜
、
土

壌
雨
量
指
数
１
０
７
の
い
ず
れ
か

に
到
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

場
合

生活交通基本計画の策定作業が終了しました

策定委員会の様子

●問合せ　総合政策課企画政策係　☎757-3193

　
昨
年
７
月
16
日
に
発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」
で
、
住

家
の
一
部
損
壊
に
該
当
す
る
世
帯
の
う
ち
、
次
の
対
象
世
帯
に
新

潟
県
の
義
援
金
が
配
分
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯

は
、
ま
ず
「
被
災
証
明
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
概
要
　

　
震
災
経
験
を
後
世
に
伝
承
す
る
取
り
組

み
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
自
主

防
災
組
織
。
ま
た
は
、
自
主
防
災
組
織
を

結
成
す
る
予
定
の
集
落
や
自
治
会
な
ど
。

①
規
約
が
あ
り
、
事
業
責
任
者
、
会
計
責

　
任
者
な
ど
を
明
確
に
し
た
団
体
。

②
被
災
者
生
活
支
援
対
策
事
業
（
地
域
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
再
建
支
援
）
に
よ

　
り
、
集
会
所
に
防
災
設
備
を
整
備
し
た

　
集
落
を
含
ま
な
い
こ
と
。

●
対
象
経
費

　
震
災
経
験
を
伝
承
す
る
活
動
（
防
災
訓

練
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
震
災
講
話
・
防
災

教
育
活
動
な
ど
）
に
必
要
な
次
の
経
費
。

・
報
償
費
・
旅
費
・
需
用
費
・
役
務
費
・

委
託
料
・
使
用
料
及
び
賃
借
料
・
備
品
購

入
費（
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
な
ど
は
除
く
）・

そ
の
ほ
か
理
事
長
が
認
め
る
経
費
。
※
備

品
購
入
費
は
初
回
申
請
時
の
み

●
交
付
額

　
補
助
対
象
経
費
全
額
。
た
だ
し
、
補
助

上
限
額
１
０
０
万
円
。

中
越
大
震
災
復
興
基
金

事
業
追
加
の
お
知
ら
せ

被
災
者
生
活
支
援
対
策
事
業

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
）
を
拡
充

●
問
合
せ
　
総
務
課
防
災
安
全
室

　
　
　
　
　
　

☎
７
５
７
|
３
１
９
７

●
問
合
せ
　
総
務
課
防
災
安
全
室
　
☎
７
５
７
―

３
１
９
７

　
　
　
　
　
克

雪

維

持

課
　
☎
７
５
７
―

３
１
９
８

※
雨
量
な
ど
の
基
準
は
、
十
日
町
市
の
場
合
で
す

※
土
壌
雨
量
指
数
は
、
降
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
性
を
示
す
指
標
で
、
土
壌
中
に
た
ま
っ
て
い
る

雨
水
の
量
を
示
す
指
数
で
す

※
平
坦
地
と
は
、
お
お
む
ね
傾
斜
が
３
％
以
下
で
都
市

化
率
が
25
％
以
上
の
地
域
で
す

※
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
前
に
は
、「
土
砂
災
害
前
ぶ

れ
注
意
報
」
が
県
か
ら
市
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。
市
で

は
そ
れ
を
受
け
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
の
た
め
の
準
備
を
行
い
ま
す
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思
い
出
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
清
津
峡
小
で
最
後
の
運
動
会

　
今
年
度
を
も
っ
て
閉
校
す
る
清
津
峡
小

学
校
で
、
６
月
1
日
㈰
、
最
後
の
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
津
峡
地
区
で
は
、

長
年
運
動
会
を
小
学
校
と
地
域
合
同
で
行

い
、
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
の
女
子
２
人
と
中
学
生
、
職

員
、
保
護
者
が
参
加
し
た
「
思
い
出
リ
レ

ー
」
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
を
元

気
に
全
力
疾
走
。「
樽た
る

ば
や
し
」
で
は
、

華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

6
年
生
の
桑
原
萌
さ
ん
は
、「
50
メ
ー
ト

ル
走
で
自
己
ベ
ス
ト
が
出
て
、
金
メ
ダ
ル

が
と
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
地
域
の
人
と

楽
し
め
ま
し
た
」
と
話
し
、
５
年
生
の
山

本
優
香
さ
ん
は
、「�﹃
ガ
ム
シ
ャ
ラ
な
風

に
な
れ
﹄
の
ダ
ン
ス
が
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
よ
く
動
け
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
で
は
、
練
習
よ
り
遠
く
に
飛
ば
せ
ま
し

た
」
と
２
人
と
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
運
動
会
の
最
後
に
は
、
全
員
で
輪
に
な

っ
て
「
中
里
音
頭
」
を
に
ぎ
や
か
に
踊
り
、

思
い
出
深
い

最
後
の
運
動

会
の
閉
幕
を

惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　５月28日㈬、中里体育館で「中里総合クラブYO−

BE（よーべ）」主催による中里地域子ども教室が行われ

ました。「YO−BE」は方言の「（仲間を）呼べ」「歩め」

をもじったもので、“だれでもいつでも集まって健康づ

くり”を目的として４月に設立されました。この日は、

子どもたちが鬼ごっこをして体育館を駆け回ったり、上

級生が１年生にバッティングを教えて野球をしたりして

いました。

　YO−BEでは子ども教室のほか、今後は大人向け、お

年寄り向けのプログラムを予定しています。

　中里地域の

農家の女性を

中心にした直

売市“中里あ

ちこたね市”

が、なかさと

ショッピング

センターユー

モールで、５月18日㈰から販売を始めました。

　初日はアスパラ、ワサビ菜、フキ、タケノコなど

の野菜や山菜が並び、試食も用意された店先では、

生産者とお客さんが料理方法などに話を弾ませてい

ました。直売市代表の富井昌子さん（如来寺）は、「安

心・安全な野菜などが並ぶので、ぜひ来てほしい」

と話していました。

　生産者の顔が見える野菜市“中里あちこたね市”

は11月９日㈰までの毎週日曜朝９時〜11時に開店

します。出店者も募集中です。ぜひ足を運んでみて

ください。

よべよべ！？みんなで健康づくり

メンバー登録やプログラムについての問合せ・申込みは
クラブ専用電話 090-2743-9911（月〜金曜日のみ受付）

今年もやります！中里あちこたね市

　
松
代
郷
土
資
料
館
の
移
転
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
、
資
料
館
を
現

在
の
池
尻
集
落
か
ら
ま
つ
だ
い
駅
の
南
側

に
移
転
す
る
も
の
で
、
建
物
を
一
時
的
に

解
体
し
、
移
転
先
で
再
建
し
ま
す
。

　
建
物
本
体
の
解
体
作
業
は
、
５
月
７
日

㈬
か
ら
開
始
。
壁
板
や
柱
な
ど
の
材
料
一

つ
ひ
と
つ
に
、
ど
の
部
分
の
も
の
か
分
か

る
よ
う
に
記
号
が
書
か
れ
た
板
が
取
り
付

け
ら
れ
、
慎
重
に
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、６
月
４
日
㈬
に
無
事
終
了
。

７
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
再
建
工
事
が
始

ま
り
、
来
春
に
は
新
生
「
松
代
郷
土
資
料

館
」
が
開
館
す
る
予
定
で
す
。

　
移
転
へ
の
地
域
住
民
の
期
待
も
高
く
、

昨
年
の
資
料
搬
出
作
業
に
は
地
元
か
ら
大

勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
資
料
館
は
、
建
物
自
体
が
持
っ

て
い
る
古
民
家
の
風
合
い
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
た
展
示
に
よ
り
、
松
代
の
歴
史
と
文

化
が
自
然
な
形
で
来
館
者
に
伝
わ
る
よ
う

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
館

者
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
松
代
の
文
化

を
伝
え
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
人
た

ち
の
熱
意
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法

に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
春
開
館
！
「
松
代
郷
土
資
料
館
」

材料を損傷しないように解体作業も慎重です

移転前の郷土資料館

　雪国独特の建築様式と見事な技術を
伝える貴重な古民家（昭和10年ころ
建築）を利用し、昭和59年に郷土資
料館として開館。地理的に不便な場所
にあるため、合併前から移転活用の必
要性が指摘されていました。

　

こ
の
辺
に
生
息
し
て
い
る
山
竹
の
多
く

は
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
で
、
葉
は
チ
マ
キ
・
笹

付
着
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
﹁
笹
魚
﹂

と
言
い
、
寄
生
虫
に
よ
る
も
の
で
す
。
昔

の
人
は
こ
れ
が
渓
谷
に
落
ち
て
イ
ワ
ナ
に

な
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
山
芋
が
ウ

ナ
ギ
に
な
っ
た
と
い
う
の
と
同
じ
発
想

で
、
不
可
思
議
な
思
い
が
し
ま
す
。

　

花
は
め
っ
た
に
咲
き
ま
せ

ん
が
、
約
60
年
に
一
度
、
群

落
全
体
が
咲
い
て
ジ
ネ
ン
ゴ

と
い
う
笹
米
を
実
ら
せ
た

後
、
竹
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
昭
和
42
年
こ
ろ
に
花
が

咲
い
て
全
体
が
枯
れ
ま
し
た

が
、
60
年
周
期
の
現
象
で
再
び
復
活
し
、

最
近
は
ほ
か
の
植
物
を
圧
迫
す
る
ほ
ど
の

勢
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
）

山
タ
ケ
ノ
コ

40

も
ち
・
笹
っ
葉
笠か

さ

、
竹
は

竹
細
工
に
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
タ
ケ
ノ
コ
は
山
菜

の
一
つ
と
し
て
人
気
が
高

く
、
そ
の
味
は
孟
宗
竹
を

し
の
ぐ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
タ
ケ
ノ
コ

の
皮
を
む
い
て
柔
ら
か
い
部
分
と
堅
い
部

分
に
切
り
分
け
、
ズ
ン
ボ
カ
ン
ボ
と
言
っ

て
細
い
む
ち
に
挿
し
て
飛
ば
し
た
り
も
し

ま
し
た
。
た
ま
に
魚
の
形
を
し
た
も
の
が

山タケノコ

３小学校で盛大に運動会
　快晴となった６月１日㈰、松代地域内の３つの小

学校で運動会が行われました。年々児童数が減少す

る中、学校では地域住民が参加しやすいように、幅

広い年齢層が参加できる競技種目を取り入れるなど

工夫を凝らしていま

す。運動会は、児童

と住民が心を一つに

できる大切な地域行

事となっています。

フィナーレには参加者
全員で「総踊り」

（松代小）

「奴奈川太鼓」を
披露（奴奈川小）

地域住民との玉入れ
（孟地小）
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望
ま
し
い
教
育
環
境
と
は

　
市
内
の
小
学
校
は
現
在
27
校
、
中

学
校
は
10
校
で
す
が
、
来
年
３
月
に

は
六
箇
小
、
東
下
組
小
、
仙
田
小
、

清
津
峡
小
の
４
小
学
校
が
閉
校
し
ま

す
。

　
年
々
児
童
数
が
減
少
し
学
校
の
小

規
模
化
が
進
む
な
か
、
永
く
地
域
の

中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
来
た
学
校

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
と
い

う
思
い
と
、
子
ど
も
た
ち
に
は
よ
り

よ
い
教
育
環
境
で
学
ば
せ
た
い
と
い

う
思
い
が
交
錯
し
て
い
る
な
か
で
の

地
域
の
皆
さ
ん
の
苦
渋
の
決
断
で
す
。

　
市
内
の
小
学
生
は
、
現
在
３
、
１

６
５
人
で
す
が
、
６
年
後
の
平
成
26

年
に
は
２
、
７
４
９
人
と
、
４
１
６

人
減
少
す
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
幼
年
人
口
の
減
少
な
ど
を

踏
ま
え
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
20
人
の
委
員
か
ら
な
る
学
区
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。「
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
望

ま
し
い
教
育
環
境
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」
を
来
年
３
月
ま
で
審
議
・
提
言

を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
合
併
時
の
「
児
童
生
徒

数
の
推
移
や
地
理
的
条
件
な
ど
に
合

わ
せ
た
通
学
区
域
の
再
編
成
を
検
討

す
る
」
と
い
う
取
り
扱
い
協
定
や
総

合
計
画
で
の
「
学
校
規
模
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
住
民
合
意
を
得
な
が

ら
学
校
の
統
廃
合
を
推
進
す
る
」
と

い
う
方
針
を
踏
ま
え
た
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
　
　

　
他
市
の
な
か
に
は
過
大
規
模
校
の

問
題
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
市
は

も
ち
ろ
ん
小
規
模
校
の
問
題
で
す
。

　
小
規
模
の
学
校
は
、
個
別
指
導
や

人
間
関
係
が
深
ま
り
や
す
い
な
ど
の

良
さ
が
あ
る
一
方
、
子
ど
も
た
ち
に

社
会
性
を
身
に
付
け
さ
せ
、
豊
か
な

教
育
水
準
・
望
ま
し
い
教
育
条
件
を

確
保
し
て
ゆ
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
多
く
の

原
因
は
人
口
減
少
と
り
わ
け
少
子
化

に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
隣
近
所

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
聞
こ
え

て
に
ぎ
や
か
に
感
じ
る
こ
と
は
、
元

気
な
町
内
の
証
明
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

夜
が
明
け
た
ば
か
り
の
城
之
古
の

渡
し
場
か
ら
舟
が
出
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
対
岸
の
高
島
に
は
大
勢
の

人
た
ち
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

十
日
町
の
来
迎
寺
に
行
く
た
め

で
す
。
そ
の
と
き
来
迎
寺
に
は
遊ゆ

行
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

上
人
と
い
う
偉
い
坊
さ
ん
が
滞

在
し
て
い
て
、
小
千
谷
や
刈
羽
、

頸
城
か
ら
も
、
上
人
さ
ま
の
あ
り

が
た
い
お
札
を
受
け
た
い
と
善
男

善
女
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

舟
が
着
く
と
、
待
ち
構
え
て
い

た
人
た
ち
は
、
わ
れ
先
に
と
乗
り

込
み
ま
す
。
一
番
最
後
に
年
の
こ

ろ
80
過
ぎ
と
思
わ
れ
る
お
ば
あ
さ

ん
が
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
は
、
船
頭
に
あ
い
さ
つ
す
る

で
も
な
く
、
だ
れ
か
と
話
を
す
る

で
も
な
く
、
た
だ
一
人
う
つ
む
い

て
腰
を
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

船
頭
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
威

勢
よ
く
舟
を
こ
ぎ
出
そ
う
と
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
舟
は
び
く
と

も
動
き
ま
せ
ん
。
船
頭
は
、「
ぬ

ぉ
～
っ
！
」
と
満
身
の
力
を
ふ
り

し
ぼ
り
、
よ
う
や
く
舟
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
舟

は
ま
る
で
石
を
満
載
し
た
か
の
よ

う
に
重
く
、
思
う
よ
う
に
か
じ
が

と
れ
ま
せ
ん
。「
な
し
て
こ
っ
け

に
重
て
や
ん
だ
」
と
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
も
、
船
頭
は
な
ん
と
か
岸

に
舟
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
は
、
夕
方
ま
で
何
事

も
な
く
、
順
調
に
川
を
往
復
し
ま

し
た
。
最
後
の
１
往
復
に
な
っ
た

と
き
で
す
。
朝
の
あ
の
見
慣
れ
な

い
お
ば
あ
さ
ん
が
一
人
で
渡
し
場

に
や
っ
て
き
て
、
上
人
さ
ま
の
お

札
を
あ
り
が
た
そ
う
に
い
た
だ
い

て
舟
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
船
頭

は
、
疲
れ
も
見
せ
ず
元
気
に
こ
ぎ

出
し
ま
し
た
。
す
る
と
ど
う
で
し

ょ
う
。
お
ば
あ
さ
ん
一
人
し
か
乗

っ
て
い
な
い
の
に
、
舟
は
朝
と
同

じ
よ
う
に
と
て
つ
も
な
く
重
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
あ
や
う
く
ひ
っ

く
り
返
り
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
、
何
と
か
岸
に
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
そ
の
瞬
間
、
お
ば
あ
さ
ん

の
姿
が
す
ー
っ
と
消
え
て
い
き
ま

し
た
。
船
頭
は
不
思
議
で
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

数
日
後
、
南
鐙
坂
の
東
光
寺
の

大
ケ
ヤ
キ
の
こ
ず
え
に
上
人
さ
ま

の
お
札
が
張
り
付
い
て
い
る
の
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
船
頭
は
そ
の

お
札
を
見
て
び
っ
く
り
。
あ
の
お

ば
あ
さ
ん
が
持
っ
て
い
た
お
札
そ

の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

か
ら
は
、
ケ
ヤ
キ
の
精
が
お
ば
あ

さ
ん
に
な
っ
て
上
人
さ
ま
か
ら
お

札
を
い
た
だ
い
た
の
だ
と
、
た
い

そ
う
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
は
今
は
も
う
あ
り
ま
せ

ん
が
、
川
を
わ
た
る
風
が
往
時
を

し
の
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

エコドライブの第一歩は、正しい姿勢から

良い姿勢 ひざ位置 かかと位置 悪い姿勢 正しいひざ位置 正しいかかと位置

シート位置を調整

かかとは
アクセルペダルの
近くにくるように

ブレーキペダルを
踏み込んでも
ひざに余裕が残る

深く腰掛けて
おしりをシート
に密着させる

①正しい運転姿勢をとるには、シ
ートの前後位置を調節し、足の
動きに余裕を持つことが特に重
要なポイントになります。その
ためには、深く腰掛けておしり
をシートに密着させ、ブレーキ
ペダルをいっぱい踏み込んだと
きにひざの関節に軽く余裕が残
るくらいに、シートの前後を調
整しましょう。

②エコドライブでは、微妙なアク
セルワークがポイントになりま
す。そのためには、かかとがア
クセルペダルの近くにくるよう
にするとともに、窮屈にならな
いように、多少ゆとりを持って
シート位置を調整し、普段の運
転姿勢と大幅に変わらないよう
に注意しましょう。

エコドライブの
基本運転姿勢

　気持ちを落ち着かせて授業に入っていくた

め、毎日始業前の15分間“朝読書”を行って

いる松代中学校。だれ一人私語をせずに読書に

取り組む抜群の集中力を持っている２年Ａ組

は、『POSITIVE』をクラス目標に掲げ、元

気よく学校生活を楽しもうとする男子12人、

女子18人の仲間たちです。

小
嶋
凌
さ
ん
・
市
川
美
乃
里
さ
ん

│
│

１
年
か

ら
い
っ
し
ょ
の
こ
の
ク
ラ
ス
は
、
み
ん
な
仲
良

し
で
、
男
女
関
係
な
く
だ
れ
と
で
も
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
が
い
る
の
で
、
明
る
く
て
笑
い
が
絶
え
ま

せ
ん
。
た
ま
に
う
る
さ
過
ぎ
て
注
意
さ
れ
ま
す

（
笑
）
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
け
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
頑
張
っ

て
、
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
！

高
橋
保
嗣
先
生

│
│

１
年
の
と
き
よ
り
、
勉
強

へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
す
。
人
の
話
を
し
っ
か
り
聞
け
る
生
徒
た
ち

で
す
が
、
少
し
受
け
身
が
ち
で
す
ね
。
も
っ
と

積
極
性
を
持
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

今
後
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
ど
の
生
徒
に
も

居
心
地
の
い
い
ク
ラ
ス
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
体
育
祭
や
修
学
旅
行
な
ど
の
行
事

も
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

典拠：㈳日本自動車連盟
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〈
三
十
六
〉

「
東
光
寺
の
ケ
ヤ
キ
」

（
南
鐙
坂
）

の
巻
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（☎
757─3112内線213）へ、気軽にお寄
せください。

tokamachi topicstokamachi topics

料理の基本は包丁から　男の料理

５つのパワーを集結　新たな観光戦略に

雪原カーニバルなかさと2008
写真展開催中！

互いの健康願う　名ケ山よもぎしょうぶ

市民も参加して映画撮影順調に進む

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
　
春
季
消
防
演
習

　３月８日㈯に行われた雪原カーニバルなかさ
との写真展が開催中です。天候に恵まれた中で
行われたカーニバルの様子をご覧ください。
６月13日㈮〜30日㈪　　　ミオンなかさと
７月１日㈫〜31日㈭　　　ゆくら妻有
８月１日㈮〜９月１日㈪　ラピーヌ雪街道

　中央公民館の成人講座「男の料理」が今年も始まりました。
この講座は料理を作ることだけではなく、中央給食センター
や卸売市場の見学なども取り入れ、食をさまざまな観点から
学ぼうというものです。第１回目の６月18日㈬は料理の基
本は包丁からと、包丁を研ぐことから始まりました。初めて
受講した大島康広さん（水野町・34歳）は、「料理に興味が
あったのと、男性だけの方が気楽だと思い申し込みました」
と話していました。講座は11月まで13回あり途中からの受
講も可能です。今まで全く料理をしたことのない人や、興味
のある人は中央公民館まで問い合わせてください。

　映画「降りてゆく生き方」（倉貫健二郎監督）の撮影が、市内を始
め県内各地で行われました。この映画は、今年３月にクロス10で行
われたオーディションで大勢の参加者を集め、市民からも注目されて
います。６月６日㈮、松之山美人林近くの山中で行われた撮影には、
主演の武田鉄矢さんといっしょに、エキストラとして地元の皆さんも
大勢参加しました。その中の一人、今井晃子さん（駅通り）は、「子
どもがオーディションを受けたので、私もいっしょににオーディショ
ンを受けたのがきっかけです。短いシーンでも、何回も同じことを繰
り返してスタッフの皆さんも役者さんも大変だと思いました」と話し
ていました。映画の公開は来年春の予定です。

　

６
月
８
日
㈰
、
信
濃
川
水
辺
の
楽
校
つ
ま
り

っ
子
ひ
ろ
ば
で
十
日
町
市
消
防
団
十
日
町
方
面

隊
春
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ
、
女
性
部
も
含
め

て
約
８
４
０
人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
子

ど
も
連
れ
な
ど
が
妻
有
大
橋
か
ら
見
学
す
る

中
、
応
急
担
架
の
作
り
方
な
ど
の
救
急
訓
練
や

今
年
３
月
に
導
入
さ
れ
た
最
新
鋭
の
ポ
ン
プ
車

を
使
っ
た
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
（
水
出
し
操
法
）、

改
良
積
み
土
の
う
工
法
に
よ
る
水
防
訓
練
な
ど

を
実
施
。団
員
た
ち
は
指
揮
者
の
号
令
に
従
い
、

実
践
さ
な
が
ら
の
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　５月30日㈮、クロス10で平成20年度十日町市観光協会通常総会が
開催されました。総会では、これまで各地域にあった５つの観光協会
を一本化して「十日町市観光協会」にまとめ、各観光協会は支部とす
ることが承認されました。また、田村邦夫会長の辞任に伴う役員改選
も審議され、前十日町商工会議所専務理事の村山義政さん（写真）が
新会長に選任されました。村山会長は、「10月に観光庁が発足するな
ど全国的に観光に対する機運が高まっています。その中で生き残って
いくために①法人化を含めた観光協会の組織体制の強化、②各支部及
び近隣市町村との連携促進、③観光資源の顕在化と観光産業意識の確
立という３点に力を入れていきたい」と抱負を語りました。

　６月４日㈬、旧名ケ山小学校グラウンドで伝統行事「よも
ぎしょうぶ」が行われました。これは、薬効のあるヨモギと
災厄を払うとされるショウブの葉を束ね、お互いの足などを
たたきながら身体の健全を願うもので、名ケ山と近隣５集落
の児童や保護者など約50人が参加しました。行事を指揮し
た尾身博人さん（中平・53歳）は、「今は、ゲームを交えて
楽しんでやってますが、季節感のある節句（旧暦）行事とし
て伝えていきたいです」と子どもたちといっしょにグラウン
ドを走り回っていました。使ったヨモギとショウブの束は、
持ち帰って菖蒲湯に使うそうです。

賞 タイトル 氏　名 住　所

最優秀賞 クライマックス 広川信俊 長岡市

観光協会長賞 メモリアル花火（Ⅰ） 山本貴一 十日町市

優秀賞 冬花火 原　正樹 柏崎市

優秀賞 平和の祈り 阿部　清 十日町市

優秀賞 灯 古澤章生 三条市

　６月14日㈯に発生した岩手・宮城内陸地震に

より、多くの犠牲者や被害が出ています。被災者

への支援として、募金箱を設置し義援金の受付を

行っています。集められた義援金は、岩手・宮城

県の災害対策本部へ送金します。

受付期間：７月16日㈬まで

設置場所：市役所本庁舎、分庁舎、各支所庁舎、

　　　　　公民館、キナーレ明石の湯、松葉荘、

　　　　　千年の湯、ミオンなかさと、ゆくら妻

　　　　　有、芝峠温泉雲海、松之山温泉鷹の湯

問 合 せ：総務課防災安全室　☎757-3197

ミャンマー及び中国・四川省への市民募金は
368,152円が集まりました。ありがとうございました。
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岩手・宮城での地震災害に対する
市民募金にご協力ください

最優秀賞：クライマックス



市･

県
民
税
の
減
額
の
お
知
ら
せ

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
職
員
（
消
防
士
）
募
集

●
募
集
職
種
・
人
数

　
消
防
士
（
上
級
及
び
初
級
）
５
人
程
度

●
受
験
資
格

共
通
＝
①
身
体
強
健
で
、
大
型
自
動
車
運

転
免
許
取
得
可
能
な
人
②
採
用
後
、
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内
（
十
日

町
市
、
津
南
町
）
に
居
住
可
能
な
人

※
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
25
歳
以

下
の
人
）

上
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

初
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒

業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
、
短
期
大
学

な
ど
上
位
の
学
校
の
卒
業
者
ま
た
は
在

学
者
含
む
）

●
試
験
方
法

【
第
１
次
試
験
】

　
期
日
＝
８
月
17
日
㈰

　
会
場
＝
受
験
者
に
通
知
　

　
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検

査
、
作
文
、
体
力
試
験
　

【
第
２
次
試
験
】

　
期
日
＝
９
月
中
旬
〜
下
旬
　

　
会
場
＝
受
験
者
に
通
知
　

　
試
験
科
目
＝
口
述
試
験
、
身
体
検
査

●
受
験
申
込
み

　
　
７
月
７
日
㈪
〜
７
月
22
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分
の
間
に
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
９
４
８

|
０
０
３
６
北
新
田
１
番
地
10
）
に
必

要
書
類
を
提
出
。
（
書
留
で
の
郵
送

可
。
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
み
」
と

朱
書
き
す
る
こ
と
。
７
月
22
日
㈫
の
消

印
有
効
）

●
必
要
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
、西
・

南
分
署
、
松
代
・
松
之
山
分
遣
所
に
用

意
。
請
求
は
土
・
日
曜
日
、
時
間
外
で

も
可
。
郵
送
で
の
請
求
は
上
級
・
初
級

の
区
分
を
明
記
し
、
80
円
切
手
（
定
形

外
は
１
２
０
円
）
を
は
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
、
消
防
本
部
総
務
課

へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

to
k
a
m

a
ch

i-k
o
u
ik

i.jp
）
か
ら
も
入

手
可
。

②
最
終
卒
業
学
校
（
１
年
制
専
門
学
校
の

場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績
証
明
書
※

来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の

③
卒
業
見
込
証
明
書（
来
春
卒
業
見
込
者
）

④
80
円
切
手
２
枚（
案
内
な
ど
の
通
知
用
）

●
給
与
（
初
任
給
）

◆
上
級
＝
１
９
０
、
０
０
０
円

◆
初
級
＝
１
５
８
、
１
０
０
円
　

※
20
年
4
月
１
日
現
在
、
受
験
資
格
取
得

直
後
に
採
用
の
場
合

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
職
員
（
消
防
士
）
募
集

平成21年度採用

問合せ
十
日
町
地
域
消
防
本
部

　
　
　
総
務
課
庶
務
係

☎
７
５
７
ー
１
５
５
６

●
日
時
＝
７
月
５
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ

ス
十
日
町
●
参
加
費
＝
１
、
２
０
０

円
●
内
容
＝
講
演
「
介
護
者
の
う
つ

予
防
に
つ
い
て
」丸
山
弥
一
さ
ん（
精

神
保
健
福
祉
相
談
員
）、
介
護
劇
ほ

か
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
１
日

㈫
ま
で
に
福
祉
課
お
と
し
よ
り
相
談

係
（
内
線
１
４
６
）

　
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、
完
成
し

た
登
窯
で
焼
成
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
試
し
焼
き
の
作
品
も
募
集
し
ま

す
。
●
日
時
＝
８
月
３
日
㈰
午
後
２

時
30
分
〜
５
時
●
会
場
＝
妻
有
焼
陶

芸
セ
ン
タ
ー
（
野
中
）
●
参
加
費
＝

無
料
●
参
加
条
件
＝
妻
有
地
域
の
土

で
作
っ
た
作
品
※
陶
土
希
望
者
は
問

合
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
７
月
10
日
㈭
ま
で
に
産
業
振
興

課
（
内
線
５
２
２
）

【
陶
芸
教
室
開
催
】　
初
心
者
大
歓
迎

　
申
込
み
は
各
公
民
館
ま
で

●
日
時
＝
６
月
29
日
㈰
午
前
11
時
〜

（
開
場
10
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
※
中
学

生
以
下
無
料
●
出
演
団
体
＝
ハ
ン
ド

ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ハ
ル
モ
ニ
ア
、
雪
の

華
、
が
ち
ょ
う
の
会
、U

.P
.R

.S
.

、

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ほ
か
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
☎
７
５
７
│
８
９
１
８
）

　
企
業
を
繁
栄
さ
せ
る
人
材
育
成
の

講
演
で
す
。
●
日
時
＝
７
月
４
日
㈮

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
15
分
●
会
場

＝
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
●
参
加
費
＝
無

料
※
事
前
申
込
み
が
必
要
●
講
師
＝

大
嶋
啓
介
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
居
酒

屋
甲
子
園
理
事
長
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部

事
務
局
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

　
河
井
寛
次
郎
、
浜
田
庄
司
、
棟
方

志
功
の
孫
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
12
日
㈯
午
後
７

時
〜
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料

＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
新
潟

県
民
芸
協
会
事
務
局
（
☎
７
５
７
―

２
３
２
３
）

●
日
時
＝
７
月
13
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
●
会
場
＝
博
物
館
●
入
場
料
＝

無
料
●
講
師
＝
佐
野
良
吉
さ
ん
（
新

潟
県
民
藝
協
会
前
会
長
）●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
新
潟
県
民
芸
協
会
事
務
局

（
☎
７
５
７
―
２
３
２
３
）

　
開
業
５
周
年
を
記
念
し
て
、
キ
ナ

ー
レ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
午
前
10

時
〜
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
内
容
＝

明
石
の
湯
入
館
料
が
終
日
３
０
０

円
。
６
日
㈰
午
前
11
時
〜
（
ゆ
う
た

ろ
う
・
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
も
の
ま
ね
ラ

イ
ブ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
サ
イ

コ
ロ
ゲ
ー
ム
、
飲
食
店
ほ
か
）
●
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
│
０

１
１
７
）

●
日
時
＝
①
６
月
28
日
㈯
〜
７
月
28

日
㈪
②
７
月
31
日
㈭
〜
８
月
31
日
㈰

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
入
館
料
＝
高
校

生
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
１
０
０

円
、
小
学
生
以
下
無
料
●
内
容
＝
①

十
日
町
絣
展
②
明
石
ち
ぢ
み
展
●
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
│
０

１
１
７
）

●
日
時
＝
７
月
４
日
㈮
午
後
７
時
30

分
〜
（
開
場
７
時
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
前
売
り
大
人
２
、

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、
０
０

０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）
●
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い
＝
加
賀
書
院

【
お
は
な
し
て
ん
こ
も
り
】

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
５
日
㈯
・
26
日
㈯
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝

加
賀
書
院
●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院

（
☎
７
５
２
│
２
１
１
４
）

　
大
正
琴
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
12
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
市
民
会
館

●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
中
之
島

流
、
琴
伝
流
、
琴
城
流
ほ
か
●
問
合

せ
＝
北
越
急
行
㈱
（
☎
７
５
０
│
１

２
５
１
）

●
日
時
＝
７
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜

（
開
場
０
時
30
分
）
●
会
場
＝
千
手

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入

場
料
＝
大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料
●
出
演
＝
が
ち
ょ
う
の
会
、

東
京
・
沖
縄
芸
能
保
存
会
鎌
倉
支
部

ほ
か
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
０
９
０

―
１
９
９
６
―
２
８
１
８
）

　
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
暮
ら
し
の
中
で

見
つ
け
た
「
あ
り
が
と
う
」
と
題
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時

＝
７
月
２
日
㈬
午
後
８
時
〜
（
開
場

７
時
45
分
）
●
会
場
＝
十
日
町
商
工

会
議
所
●
入
場
料
＝
無
料
●
講
師
＝

小
田
敏
行
さ
ん
（
元
青
年
海
外
協
力

隊
員
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
青
年
会

議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
７
月
５
日
㈯
午
後
７
時
〜

●
会
場
＝
の
っ
と
こ
い
（
枯
木
又
）

●
参
加
料
＝
大
人
１
、
０
０
０
円
、

小
人
５
０
０
円
●
問
合
せ
＝
山
田

（
☎
７
５
９
―
２
３
１
７
）

　
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
、
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
は

所
得
税
が
減
り
、
市･

県
民
税
が
増
え
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
平
成
18
年
中
は
所
得

税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
19
年
中

は
所
得
が
減
っ
て
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
く
な
っ
た
人
は
、
こ
の
税
源
移
譲
に
よ

る
所
得
税
の
減
額
措
置
を
受
け
な
い
ま

ま
、
市･

県
民
税
だ
け
が
増
加
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
に
つ
い
て
は
、
既
に
納

付
し
た
平
成
19
年
度
の
市･

県
民
税
か
ら
、

税
源
移
譲
で
増
額
と
な
っ
た
市･

県
民
税

（
所
得
割
）
相
当
額
を
お
返
し
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
及
び
平
成
20
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
在
住
で
、
こ
の
措
置
の
適
用
対

象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、
６
月

25
日
こ
ろ
に
「
市･

県
民
税
減
額
申
告
書
」

を
個
別
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
く
て
も
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
減
額
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
送
付
さ
れ
た
「
市･

県
民
税
減
額
申

告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７
月
１

日
㈫
か
ら
31
日
㈭
ま
で
の
間
に
、「
市･

県

民
税
減
額
申
告
書
」
を
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送
す
る
か
、
市
役
所
・
各
支
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
減
額
の
適
用
は
、
平
成
19
年
中
の

所
得
が
減
っ
て
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な

く
な
っ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
な
ど
に
よ
り
、
所
得
税
か

ら
控
除
を
受
け
て
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た

場
合
な
ど
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
ー
３
７
１
６

申
告
書
の
提
出
期
限
・
提
出
先

対
象
と
な
ら
な
い
人

減
額
対
象
と
な
る
人
に
は

　
　
　
　
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

退
職
な
ど
に
よ
っ
て
平
成
19
年
中
の
所
得
が
減
り

　
　
　
　
　
　
　
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
人
へ
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

孫
か
ら
見
た
民
藝
運
動

の
巨
匠
た
ち

沖
縄
の
歌
と
沖
縄
舞
踊

ふ
る
里
に
舞
う
美ち

ゅ

ら
島
の
う
た

大
正
琴
を
楽
し
む
会

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

伝
統
的
工
芸
品
展

第
20
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

講
演
会
「
人
が
輝
け
ば
、

企
業
が
輝
く
」

陶
芸
セ
ン
タ
ー
登
窯
で
作

品
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
者
交
流
会

講
演
会
「
信
濃
川
と
火
焔

型
土
器
」

キ
ナ
ー
レ
5
周
年
イ
ベ
ン
ト

講
演
会
「
世
界
か
ら
感
謝

を
知
ろ
う
！
」

十
日
町
お
や
こ
劇
場

女
優
た
ち
に
よ
る
朗
読

夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
1
9
4
5

ヒ
ロ
シ
マ 

ナ
ガ
サ
キ

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ほ
た
る
祭
り



むし歯のないよい歯の子
５月の３歳児健診を受けた子36人

※保護者の承諾を得て掲載しています

し
ま
す
。
●
応
募
締
切
＝
７
月
22
日

㈫
●
応
募
・
問
合
せ
＝
新
潟
県
県
民

生
活
・
環
境
部
環
境
企
画
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
０
―
５
１
４
９
）

●
募
集
期
間
＝
６
月
27
日
㈮
〜
７
月

10
日
㈭
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み

条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維

持
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

　
明
る
く
だ
れ
に
で
も
親
し
ま
れ
る

愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
年
）、
連

絡
先
を
明
記
の
上
、
７
月
５
日
㈯
ま

で
に
提
出
●
応
募
・
問
合
せ
＝
十
日

町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
係

（
☎
７
５
７
―
１
５
５
６
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
募
集
職
種
＝
①
ふ
れ
あ
い
の

丘
分
校
（
十
日
町
小
学
校
併
設
の
養

護
学
校
）
の
送
迎
バ
ス
介
助
員
②
障

害
児
の
学
童
保
育
介
助
員
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん

し
ん
（
☎
７
５
７
―
５
５
１
１
）

　
入
会
説
明
会
を
毎
月
１
回
（
11
月

ま
で
）
開
催
し
て
い
ま
す
。
●
対
象

＝
58
歳
以
上
で
健
康
な
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
４

８
０
９
）

　
十
日
町
市
皇
居
勤
労
奉
仕
団
妻
有

会
で
は
第
36
回
奉
仕
団
員
を
募
集
し

ま
す
。
●
期
日
＝
21
年
４
月
（
４
泊

５
日
）
●
参
加
費
＝
７
３
、
０
０
０

円
●
定
員
＝
先
着
50
人
●
申
込
み
・

●
日
時
＝
７
月
11
日
㈮
午
前
９
時
〜

正
午

：

し
ぶ
み
の
家
、
午
後
１
時
〜

３
時

：

す
み
れ
工
房
●
会
場
＝
ジ
ャ

ス
コ
十
日
町
店
●
問
合
せ
＝
ジ
ャ
ス

コ
十
日
町
店
（
☎
７
５
２
―
０
０
３

３
）

●
勤
務
期
間
＝
７
月
23
日
㈬
〜
８
月

25
日
㈪
●
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分
（
８
月
13
日
㈬

以
降
は
５
時
30
分
ま
で
）
※
交
代
勤

務
有
り
●
募
集
人
数
＝
12
人
程
度
●

応
募
資
格
＝
18
歳
（
高
校
生
不
可
）

〜
35
歳
で
体
力
・
水
泳
能
力
に
自
信

が
あ
る
健
康
な
人
●
時
給
＝
７
５
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
11
日

㈮
（
郵
送
の
場
合
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
を
市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５

２
│
４
３
７
７
）
に
提
出

　
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
美
化
、
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
・
個
人
を
募
集
し
、
表
彰

問
合
せ
＝
８
月
31
日
㈰
ま
で
に
片
桐

（
☎
７
５
７
―
３
９
４
８
）

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
に

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
制
度

に
は
、「
全
額
免
除
制
度
」
と
「
一

部
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
）

免
除
制
度
」
が
あ
り
、
納
付
猶
予
制

度
に
は
、
30
歳
未
満
の
人
を
対
象
に

し
た
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
※
免
除
期
間
お
よ
び
納

付
猶
予
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た

め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
へ
の
反
映
は
次

の
表
の
割
合
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
前
年
の
所
得
を

基
準
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
20
年
度

免
除
ま
た
は
猶
予
を
希
望
す
る
人

は
、
７
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す

の
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
年

金
係
（
内
線
１
６
７
・
１
６
８
）
ま

た
は
各
支
所
市
民
課

【
遊
び
で
育
つ
！
子
ど
も
の
基
礎
運

動
能
力
】

　
子
ど
も
の
体
力
向
上
に
向
け
た
親

子
遊
び
の
重
要
性
と
方
法
を
学
び
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
16
日
㈬
午
後
７

時
15
分
〜
８
時
30
分
●
会
場
＝
市
総

合
体
育
館
●
対
象
＝
15
歳
以
上
（
中

学
生
不
可
）
●
参
加
費
＝
無
料
（
施

設
使
用
料
２
０
０
円
が
別
途
必
要
）

●
定
員
＝
先
着
15
人

【
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
！
】

●
日
時
＝
７
月
17
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
15
分
●
会
場
＝
市
総
合
体

育
館
●
対
象
＝
歩
け
る
未
就
園
児
の

親
子
●
参
加
費
＝
無
料
（
施
設
使
用

料
２
０
０
円
が
別
途
必
要
）
●
定
員

＝
先
着
12
組
　
※
ど
ち
ら
も
要
予
約

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
総
合
体
育

館
（
☎
７
５
２

−

４
３
７
７
）

免除の種類 年金額への算入割合

全額免除
通常に納付した場合

の３分の１

４分の３
免除

通常に納付した場合
の２分の１

半額免除
通常に納付した場合

の３分の２

４分の１
免除

通常に納付した場合
の６分の５

若年者納付
猶予

年金額に
反映しません

●
日
時
＝
７
月
19
日
㈯
午
前
７
時
15

分
〜
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
●
参
加
費
＝
２
、０
０
０
円（
プ

レ
ー
代
、
軽
食
）
●
定
員
＝
先
着
１

０
０
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月

14
日
㈪
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
☎
７
６
８

│

４
４
１
９
）

　
花
の
百
名
山
「
秋
田
駒
ヶ
岳
」
へ

の
１
泊
登
山
で
す
。
●
日
時
＝
７
月

26
日
㈯
〜
27
日
㈰
●
参
加
費
＝
２

７
、
０
０
０
円
●
定
員
＝
先
着
40
人

●
申
込
み
＝
７
月
８
日
㈫
ま
で
に
中

央
公
民
館（
☎
７
５
７
│
５
０
１
１
）

●
問
合
せ
＝
お
だ
ま
き
山
の
会
・
宮

沢
（
☎
７
５
８
│
２
９
６
５
）

●
日
時
＝
７
月
27
日
㈰
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
西
小
学
校

プ
ー
ル
●
参
加
資
格
＝
市
民
ま
た
は

市
内
通
勤
・
通
学
者
※
上
記
以
外
は

オ
ー
プ
ン
参
加
●
競
技
種
目
＝
①
競

泳
の
部
‥
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
②
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
部
‥
宝
さ
が
し
、
１
０
０
m

リ
レ
ー
（
小
学
４
年
以
下
、小
学
５
・

６
年
、
一
般
）、
着
衣
水
泳
リ
レ
ー

●
参
加
費
＝
１
人
４
０
０
円
（
保
険

料
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
含
む
）
●
申
込

み
＝
７
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
費

を
添
え
て
申
込
み
用
紙
（
申
込
み
先

に
配
置
）
を
総
合
体
育
館
ま
た
は
十

日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
●
問
合
せ
＝
市
水
泳
協
会
・
阿

部
（
☎
７
５
２
│
５
５
８
３
）

　
６
月
は
市
・
県
民
税
第
１
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
３
期
及
び
介
護
保

険
料
第
３
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

（
６
月
30
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
　

22
日
㈫
・
28
日
㈪

●
情
報
館
＝
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
　

　
22
日
㈫
・
28
日
㈪

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
９
日
㈬
・

　
23
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
設
置
費
・
維
持
管
理
費
は
町
内
負

担
で
す
。
７
月
25
日
㈮
ま
で
に
町
内

単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

環
境
政
策
室
（
内
線
１
５
８
）
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課
行
政
防
災
係

　
ご
み
の
収
集
が
終
わ
る
ま
で
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
に
自
動
車

な
ど
を
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鉄
・
ア
ル
ミ
類
の
収
集
日
に

は
、
使
用
中
の
自
転
車
や
一
輪
車
な

ど
間
違
い
や
す
い
も
の
を
近
く
に
置

か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
●
相
談
料
＝
無
料
●
連
絡
・
問

合
せ
＝
財
務
省
関
東
財
務
局
新
潟
財

務
事
務
所
（
☎
０
２
５
―
２
２
９
―

２
７
８
８
）

　
枝
打
ち
や
間
伐
が
国
県
の
補
助
事

業
に
該
当
す
る
と
、
森
林
所
有
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
市
の
補
助
金
を
利

用
で
き
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課

林
政
農
災
係
（
内
線
２
４
２
）

●
日
時
＝
７
月
16
日
㈬
午
後
１
時
〜

３
時
●
会
場
＝
湯
沢
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
●
対
象
＝
障
害
者
や
そ
の
家

族
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
14
日

㈪
ま
で
に
新
潟
県
障
害
者
社
会
参
加

推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―
３
８

１
―
０
１
１
０
）

　
路
線
価
図
な
ど
が
７
月
１
日
㈫
か

ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
ま
す
。
今
年
か
ら
税
務
署
に
は
路

線
価
図
な
ど
（
冊
子
）
を
備
え
付
け

ず
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
閲
覧
の
み
に

な
り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
税

務
署
（
☎
７
５
２
―
３
１
８
１
）

　
受
験
の
手
引
き
を
配
布
し
ま
す
。

●
期
間
＝
〜
７
月
18
日
㈮
●
場
所
＝

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
、

各
支
所
●
問
合
せ
＝
十
日
町
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
７
５
０
―
５
０
１
２
）

募集住宅
建設
年度

構造 間取り
家賃

（円／月）
募集
戸数

備考

松代
地域

善宗塚住宅
S52
年度

簡易
耐火造
３階建

６帖１室、4.5帖
２室、DK

12,000 ～
19,900

３戸
8、11、
17号室

下町
第２住宅
(特定公共
賃貸住宅)

H ７
年度

木造高床
３階建

９帖１室
(一部ロフト付)、
６帖１室、LDK

50,000 １戸 A- ５号室

H ８
年度

10帖１室、６帖
１室、LDK

48,000 １戸 B- ３号室

松之山
地域

松之山
第一住宅

S55
年度

簡易
耐火造
3階建

６帖３室、K
14,800 ～
24,600

１戸 ２号室

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

20市報とおかまち『だんだん』平成20年6月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成20年6月25日号21

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

第
13
回
新
潟
県
環
境
賞
の

募
集

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん

職
員
募
集

十
日
町
市
消
防
団
女
性
部

愛
称
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

皇
居
勤
労
奉
仕
団
団
員
募
集

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の

近
く
に
駐
車
し
な
い
で

7
月
の
休
館
日

第
4
回
市
長
杯

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

市
民
水
泳
競
技
大
会

お
だ
ま
き
山
の
会
市
民
登
山

多
重
債
務
者
相
談

障
害
者
１
１
０
番

　
　
　
無
料
法
律
相
談
会

生
き
て
い
る 

み
ん
な
の
税
が 

こ
の
町
に

6
月
の
納
税
・
納
付

森
林
整
備
を
し
ま
せ
ん
か

路
線
価
図
等
の
閲
覧

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

防
犯
灯
を
支
給
し
ま
す

し
ぶ
み
の
家
、
す
み
れ
工
房
の

手
作
り
作
品
を
販
売
し
ま
す

よい歯の子 住　所 保護者

関 口 花
か

凜
りん

（本町３） 貴

髙 橋 　 昴
すばる

（下川原町） 豪

佐 藤 美
み

友
ゆ

（千代田町） 正行

桶 谷 栞
しお

里
り

（上川町） 英伸

永 井 心
ここ

彩
あ

（高田町３南） 昌弘

丸 橋 茉
ま

祥
ひろ

（高田町３南） 豊

庭 野 明
あき

洋
ひろ

（袋町東） 一洋

庭 野 彩
さ

良
ら

（島） 雄也

佐 藤 日
ひ

向
なた

（市之沢） 泰志

野 村 侑
ゆ

美
み

（千歳町１） 順

阿 部 美
み

奈
な

（谷地丑２） 操

阿 部 凌
りょう

牙
が

（錦町１） 浩臣

村 山 優
ゆう

輝
き

（野田） 弘明

中 町 悠
ゆう

人
と

（蟹沢） 一久

星 名 洸
こう

矢
や

（発電所通り西） 隆夫

藤 巻 真
ま

緒
お

（塩辛） 由美子

戸 田 葉
は

菜
な

（みのり団地） 一真

藤 ノ 木 優
ゆ

菜
な

（小出） 大二

樋 口 正
しょう

太
た

（鷹羽） 正文

小 林 凜
り

子
こ

（山崎） 勤

若 井 鈴
すず

加
か

（蓬平） 義弘

髙 沢 知
とも

果
か

（天水島） 保彦

健
康
体
験
講
座

子
ど
も
の
体
力
向
上
計
画



(五)(鈴)

▼
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
、
毎
月
高
値
を
更
新
。

食
品
原
料
の
農
産
物
も
値
上
が
り
し
て
い

て
、
事
業
者
は
も
と
よ
り
消
費
者
の
生
活

を
も
直
撃
し
て
い
ま
す
。
輸
入
に
大
部
分

を
頼
る
生
活
の
シ
ワ
寄
せ
で
し
ょ
う
か
、

不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
内

で
の
自
給
率
ア
ッ
プ
に
向
け
施
策
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
米
余
り
に
よ
る
価
格
の

下
落
で
、
農
業
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
す
。
後
継
者
不
足
に
悩
む
中
山
間
地

域
は
な
お
さ
ら
で
す
。「
体
験
学
習
か
ら
本

物
学
習
の
時
代
だ
」
と
話
す
田
中
富
士
雄

さ
ん
（
浦
田
）。「
自
分
で
営
業
に
回
っ
て
、

消
費
者
の
息
遣
い
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ

に
沿
っ
た
も
の
を
作
ら
ね
っ
け
ら
だ
め
だ
」

上
村
一
昭
さ
ん
（
南
鐙
坂
）。
農
家
２
人
の

言
葉
に
、
心
強
い
農
業
・
農
村
の
姿
が
映

し
出
さ
れ
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
方
法
は
あ
る

よ
う
で
す
。
目
下
取

材
中
で
す
。

▼
昼
間
は
半
そ
で
で
も
汗
ば
む
ほ
ど
暑
く
、
夜

や
朝
方
は
長
そ
で
で
な
い
と
鳥
肌
が
立
つ
よ
う

な
日
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。『
エ
コ
』
が
注

目
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
ク
ー
ラ
ー
を
使
う
と
き

に
は
高
め
の
温
度
設
定
を
心
が
け
て
い
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
た
ま
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
い
て
、
季
節
の
変
化
を
肌
で
感
じ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、汗
を
か
い
た
ら
、

ち
ゃ
ん
と
着
替
え
る
こ
と
が
大
切
。
汗
だ
く

に
な
る
ま
で
遊
び
ま
わ
っ
て
、「
着
替
え
れ
て
」

と
い
う
祖
母
の
注
意
を
聞
か
ず
、
見
事
に
風
邪

を
引
い
た
幼
い
こ
ろ
を
思
い
出
し
ま
す
。

▼
中
越
沖
地
震
後
、
柏
崎
市
で
初
め
て
開
か
れ

た
〝
え
ん
ま
市
〟
の
初
日
。
岩
手
・
宮
城
内
陸

を
激
震
が
襲
い
ま
し
た
。
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
、
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
矢
先
の

出
来
事
で
し
た
。
被
災

地
の
復
興
を
祈
り
ま

す
。

期　日 会場 受付時間

７日㈪・28日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

１日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

８日㈫ 川治公民館 午前9時30分〜11時30分

10日㈭
吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

山谷集会所 午後1時30分〜3時30分

18日㈮

羽根川荘 午前9時30分〜11時30分

水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

平成園 午後1時30分〜3時30分

22日㈫ 松代支所 午前9時〜11時

25日㈮
下条公民館 午前9時30分〜11時30分

上新田自治会館 午後1時30分〜3時30分

28日㈪
松之山支所 午前8時30分〜11時30分

中里支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松代支所　　４日㈮　　▽松之山支所　８日㈫
 　▽中里支所　　18日㈮　　▽川西支所　　22日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

山口医院 下条中央通り 755-2003

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

本町クリニック 本町３ 750-1160

たかき医院 土市５ 758-2361

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

24日㈭
午後１時
　〜１時30分

20年３月
生まれの

乳 児

10か月児
健診

16日㈬ 午後１時〜２時
19年９月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

23日㈬
午後１時
　〜１時30分

19年１月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

16日㈬
午前９時
　〜９時30分

18年１月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

17日㈭
午後１時
　〜１時30分

17年１月
生まれの

幼 児

対象児と内容 開　催　日

２か月〜４か月児
離乳食準備〜初期

９日㈬　　　

６か月〜９か月児
離乳食中期〜後期

23日㈬　　　

会　　場　十日町保健センター（本庁舎となり）
受付時間　午前９時45分〜10時（直接会場）
持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

◎会　場…十日町保健センター（本庁舎となり）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　１日㈫（七夕）・８日㈫・15日㈫・22日㈫

　　　　　午前10時〜11時　※29日㈫は夏休み

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　市民体育館

●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　19日㈯午後２時〜３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも相談できます。

●日　時　29日㈫午後２時〜４時

●会　場　川西支所　

●医　師　本田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課☎757-2400

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　10日㈭午前10時〜11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です
　毎週月〜金曜日午前９時〜午後５時　※21日㈷は休み
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　毎週木曜日午前10時〜午後４時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】22日㈫午後１時30分〜４時
       会場：はあとふる川西
　【中里地域】19日㈯午後１時30分〜３時30分
       会場：中里支所
●人権相談
　４日㈮午後１時30分〜４時
   会場：しぶみの家

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約
　毎週木曜日午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　９日㈬午後１時30分〜４時30分
　会場：十日町保健センター

●消費者相談
　14日㈪・28日㈪午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　10日㈭・24日㈭午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

 どんぐりおはなしのへや

 おはなしたまてばこ

 なかよしランド

●健康相談 保健師による相談

６日㈰

13日㈰

20日㈰

21日㈷

27日㈰

　平成８〜10年度に十日町保健所と旧十日町市が共

催で実施した糖尿病予防教室（すこやか教室）におい

て、血糖値測定のための採血用穿
せ ん し

刺器具を不適切に（器

具の複数人への使用）使用していた事実が判明しまし

た。ご心配をおかけしたことを深くおわびします。

　穿刺針は一人ずつ交換していましたので、肝炎ウイ

ルスなどに感染する可能性は低いと考えられますが、

十日町保健所では参加した希望者に無料検査を行いま

す。

●検査日時：予約時にお知らせします

●検査会場：十日町保健所　※事前予約が必要です

●電話相談：平日の午前８時30分〜午後５時15分

●相談窓口：十日町保健所地域保健課　☎757-2400

　　　　　　市健康支援課成人保健係　☎757-9764

また平成11〜12年度に旧松之山町で実施した糖尿病

予防教室でも同じ器具を使用しました。市は参加した

希望者に無料検査を行います。

●相談窓口：松之山支所市民課　　　　☎596-2169

　　　　　　健康支援課成人保健係　　☎757-9764
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●糖尿病予防教室に参加した人へ

●日　時　７月15日㈫・31日㈭

　　　　　午後１時15分〜３時30分

●会　場　十日町保健センター

●対　象　妊婦及びその家族

●申込み　健康支援課母子健康係　☎757-9759

●ハローパパママ学級

2008年7月 July
●ちびっこひろば ●こころの健康相談●休日救急医

2008年7月 July
●離乳食教室

●日時・会場・受付時間

　８日㈫　中条公民館　　　午前10時〜正午

　　　　　　　〃   　　　　午後１時〜３時

　24日㈭　十日町砂利㈱　　午前10時〜11時30分

　　　　　ＪＡ十日町本店 　午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719

●全血献血

●乳幼児健診
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松
之
山
　
野
鳥
こ
け
し

　
野
鳥
こ
け
し
が
生
ま
れ
た
の
は
、
昭
和
30

年
代
後
半
。
温
泉
地
の
観
光
土
産
と
し
て
、

ま
た
冬
期
間
の
内
職
と
し
て
、
松
之
山
を
訪

れ
た
人
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
と
発
案
さ

れ
ま
し
た
。
特
産
化
を
進
め
る
た
め
町
役
場
、

商
工
会
の
職
員
な
ど
が
集
落
や
婦
人
会
を
回

り
、
当
時
旅
館
業
を
営
む
植
木
常
吉
さ
ん
の

指
導
の
も
と
に
講
習
会
を
行
い
な
が
ら
普
及

活
動
を
実
施
。
発
売
す
る
と
、
そ
の
本
物
さ

な
が
ら
の
愛
ら
し
さ
が
好
評
で
多
く
の
注
文

が
寄
せ
ら
れ
、
量
産
す
る
た
め
に
こ
け
し
の

部
品
ご
と
に
製
作
を
分
業
す
る
共
同
作
業
で

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
民
芸
品
と

し
て
名
が
売
れ
始
め
る
と
、
東
京
や
大
阪
、

名
古
屋
な
ど
の
物
産
展
に
も
出
か
け
、
温
泉

と
と
も
に
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
当
初
か
ら
製
作
に
あ
た
る
小
野
塚
順よ
り

子こ

さ

ん
（
東
川
・
75
歳
）
は
、「
特
に
図
面
な
ん

か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
の
勘
で
し
ょ
う
か

ね
。
全
部
手
作
り
だ
か
ら
一
羽
一
羽
に
愛
着

が
あ
る
ん
で
す
よ
。
こ
う
や
っ
て
作
る
の
も

楽
し
い
し
、
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
が
あ
る

か
ら
長
続
き
で
き
た
ん
で
す
ね
」
と
、
澄
ん

だ
小
鳥
た
ち
の
鳴
き
声
が
舞
い
込
む
部
屋

で
、
丹
念
に
仕
上
げ
の
羽
毛
を
整
え
ま
す
。

　
現
在
、
野
鳥
こ
け
し
作
り
は
高
齢
者
に
頼

ら
れ
て
い
ま
す
。
松
之
山
野
鳥
こ
け
し
を
所

管
す
る
㈲
湯
米
心
ま
つ
の
や
ま
で
は
、
毎
年

講
習
会
を
開
催
し
て
後
継
者
の
育
成
に
力
を

入
れ
、
地
域
な
ら
で
は
の
伝
統
民
芸
品
と
し

て
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
冬
期
間
の
内
職
と
し
て
、
松
之
山
を
訪

れ
た
人
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
と
発
案
さ

れ
ま
し
た
。
特
産
化
を
進
め
る
た
め
町
役
場
、

一
羽
一
羽
に
丹
精
込
め
て

アカショウビンやホオジロなど松之山に
飛来・生息する野鳥に加え、トキやライ
チョウなどその数は22種に上ります

越後田舎体験でも野鳥こけし作りは人気
メニュー。地域の製作者が野鳥の特徴を
説明しながら、子どもたちへの製作の指
導を行っています

　

愛
ら
し
い
表
情
が
根
強
い
人
気
の
「
松
之
山　

野
鳥
こ
け
し
」。
昔
も
今
も

心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
で
、
野
鳥
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
環
境
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
る
野
鳥
。
野
鳥
こ
け
し
は
、
民
芸
品
と
し
て
自
然
豊
か
な

ち
り
紙
を
の
り
で
溶
い
て
固
め
た
﹁
か
ら
﹂
と
呼
ば
れ
る
胴
体
に
、
く
ち
ば
し
、
足
、
羽
な
ど
を

付
け
て
作
ら
れ
ま
す
。
胴
体
の
羽
毛
は
着
色
し
た
綿
を
の
り
で
固
め
な
が
ら
幾
重
に
も
張
り
合
わ

せ
ま
す
。﹁
そ
こ
が
小
鳥
の
温
も
り
と
柔
ら
か
さ
を
出
す
秘
け
つ
﹂
と
話
す
小
野
塚
さ
ん

松
之
山
の
Ｐ
Ｒ
に
羽
ば
た
い
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
㈲
湯ユ

ー
マ
イ
ハ
ー
ト

米
心
ま
つ
の
や
ま
（
☎
５
９
６
|
２
４
０
２
）
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